
���������������    DV防⽌法を改正し、

     予防教育の

義務化を！
デートDVは

10代のカップルの

3組に1組で

起きています

平成28年「全国デートDV実態調査」

��相⼿や

元��相⼿を

�してしまう事件が

��に�きています

デートDVの�徴
「当事者が

 気づきにくい」
「別れることが

    �しい」

 令和元年警察庁

「ストーカー事案の相談件数」は

20,912件。
被害者と加害者の関係では

交際相⼿が42.6%でトップ。
被害者の年齢では10〜20歳代が
45.3%を占める。

深刻な性被害もあります

デートDV
交際相⼿への暴⼒

DVサイクルの中で暴⼒は繰り返されエスカレートする



 NPO法⼈デートDV防⽌全国ネットワーク 設⽴：2018年11⽉1⽇ 
⽬的：全国でデートDV防⽌や⽀援に関わる活動をしている機関、団体、個⼈に対して、
予防教育の普及を促進するための調査研究や政策提⾔、当事者⽀援のための連携、

啓発活動等に関する事業を⾏い、デートDVのない社会の実現に寄与する。
お問合せ先：ddvbousinet@yahoo.co.jp�電話：045-323-1818 ホームページ：https://notalone-ddv.org/ 

2019年度「デートDV予防教育実施状況調査」で
は、回答した79団体が2018年度に実施したデート
DV予防教育は1265回。⼩学⽣から⼤学⽣までの
185,731⼈が受講しています。

・⾃分はされたり、したこ

ともありませんが、やられ

た⼈は絶対⾟いし、嫌な気

持ちになっていると思うの

で、もし⾃分がその⽴場に

なったら相⼿に意⾒を⾔え

る関係でいたいです。

（⼥⼦）

デートDV予防教育が有効

デートDV防⽌全国マップ

DVと虐待の連鎖を

断ち切るために…

・⾃分はそんなこともやり

たくないし、やられたくも

ない。こんなことがない社

会になるようにしたい。

（男⼦）

デートDV予防教育
実施状況調査報告書

デートDV予防教育は年間1265回

講座に参加した

��������⾼校⽣の感想

・もし⾃分の友達がデート

DV�に巻き込まれていたら助

けてあげたいと思いまし

た。（⼥⼦）

デートDV防⽌全国マップに掲載され
ている「予防教育の派遣」を⾏う団体

や機関は、123箇所。 

デートDV予防・防⽌活動に関
わる多くの団体の協⼒を得て

「デートDV�予防教育実施状況
調査」を⾏ない、回答のあっ

た79�団体（個⼈を含む）の結
果を集計し報告書としてまと

めました。
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交際相⼿からの被害経験のある

⼥性のうち約6割が（56.6％）が
配偶者からの被害経験もある。

(平成29年度内閣府「男⼥間にお
ける暴⼒に関する調査）

デートDVがエスカレートし、DVや虐待へと発展


